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晴天に恵まれた、９月２５日、袴腰山国有林２０７林班において、中里中学校の１年生５０名が、６月に作製した青森ヒバの

空中取り木苗と、中里に自生している山取苗の植樹体験を行いました。今年度はスギ林の下に植樹をしました。

「遊々の森」植樹体験

生徒たちは、自分たちが作製した「空中取り木苗」の発根状況を確認した後、職員の指導の下、初めて使う唐鍬を

使って穴を掘り、苗木を植樹しました。

うまく活着し、立派なヒバ林になることを願いたいと思います。

自分の作製したヒバの苗木の

発根状況を確認しました！

作業前に職員による植樹の実演



津軽森林管理署金木支署 担当：三橋

☎０１７３－５３－３１１５ ＦＡＸ０１７３－５３－３１９７

採材現地検討会
９月２６日(水)、今泉山国有林３５９ほ１林小班において、「採材現地検討会」を行い、関係機関及び請負事業体など３５名

が参加しました。

「採材」とは、山から切り出された木材を日本農林規格に基づいて、長さ・太さ・品等(品質)を考慮し、丸太(製品)にする作業の

ことです。

はじめに、当支署から昨年度の販売実績や広葉樹の採材等についての説明を行い、その後あらかじめ用意されたヒバの全幹材

に、玉切りするための目印をつけ、節、腐れなどの欠点を考えながらどのように効率的に採材するかの検討をしました。

続いて、参加者が３班に分かれ、広葉樹(ウダイカンバ、ホオノキ、イタヤカエデ)の丸太の採材について検討しました。切る

側と売る側、それぞれの立場での意見が出される中、利益が出る採材方法について検討を行い、確認し、採材の方法について共

通の認識をすることができました。

検討会に参加、協力していただいた関係者の皆様には、大変、感謝申し上げます。

金木支署長挨拶 金木支署資源活用担当による説明

ヒバの採材検討の様子 東北森林管理局青森事務所による採材指導

広葉樹の採材検討の様子 青森事務所、副所長による講評

事務局から

10月24日(水)に「屏風山研修会」の開催を予定しております。ご参加される会員の皆

さまにおかれましては、よろしくお願いいたします。


